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明
治
期
の

「
電
気
事
業
主
任
技
術
者
」
と
工
手
学
校
電
工
科
卒
業
生

東

定

宣

昌

は

し
か

き

わ

が

国

に
お

け

る

電

気

産

業

は
有

限

東
京

電

灯

会
社

が

以

下

の
ご

と

き

許

可

証

を

得

て
、

明

治

二
十

年
一
八
八

七
年

)

十

一
月

二
十

九

日
よ

り
内

外

灯

の

供

給

を

開

始

し

た

こ
と

に
始

ま

る

こ

と

は
周

知

の
事

で

あ

る

.

「
第

弐

千

五
百

三
拾

三

号

書

面

会

社

設

立

願

之

趣

ハ
追

而

一
般

ノ
条
例

制

定

相

成
候

迄

相

対

二
任

セ
候

事

但

会

社

定

款

第

七

条

電
灯

建

設

ノ
義

ハ
敷

地
官

有

地

二
係

ル

モ

ノ

ハ
前

以

当

庁

二
願

出

許

可

ヲ
請

ケ
其

後

起

工

候

義

ト
可

心

得

事

明

治

十

六
年

二

月

十

五

日

東
京

府

知

事

芳

川

顕

正

」
1

そ

の
後

の
電

気

産

業

の

発
展

は
き

わ

め

て
急

速

で

あ

っ
た
。

明

治

二

+

三
年

中

に

は
、

東
京
、

神

戸

、

大

阪

、

京

都

、

名

古

屋

、

横

浜

と

い
う

わ

が

国

を
代

表

す

る

主

要

都

市

に

は
す

べ

て
電

灯

会

社

が
開

業

し
、

明

治

二

+

五
年

に

は

一

一
社
、

そ

の
払

込

資

本

金

総

額

一
六
七

万

四

七

=

二
円

、

三

十
年

に

は

四

一

社

、

五

五

三
刀

六

【
三

八
円

と

な

っ
た
2
。

明

治

期

電

気

産

業

に
お

い

て

は
、

例

え

は

東

京

電

灯

会

社

の
ご

と
く

大

都

市

電

灯

電

力

市

場

を

背

景

に
、

日

本

電

灯

、

深

川

電

灯
、

入

王

子

電

灯

等

を

買

収
、

合

併

し

て
急

成

長

を

遂

げ

た

り
、

ま

た

送

電
技

術

の

発
展

と

水

力

発

電

の
開

始

に
よ

っ
て
数

県

に

ま
た

が

る

大

規

模

水

電

会
社

が

成
立

す

る

}
方

で
、

小
規
模

会

社

が
雨

後

の
筍

の
ご

と

く

輩

出

し
、

日

本

全

国
を

ほ

ほ

覆

い

つ
く

し

た

の

で

あ

る

。

即

ち

明

治

四

十
年

に

は

九

八

社

(
未

開

業

を

含

め

る

と

一
四

六
社

)

、

明

治

四
十

五
年

(
大

正

元
年

)

に

は

二

七

二
社

(未

開

業

を

含

め

る

と

四

四

五
社

)

に

達

し
、

払

込

資

本

金

額

は
社

数

以

上

の
割

合

で
増

加

し
、

明

治

四
十

年

、

三

七

六

九

万

四

入
四

円
、

明

治

四
十

五
年

、

一
億
一

八

五

二

万

九

四

七

二

円

に

達

し

て

い

る
３

。
か

か

る

電

気

産

業

の
急

速

な

発

展

、

即

ち

明

治

末

期

に
お

い

て
全

国

の

ほ
ぼ

市

町
段

階

で

照

明

と

動

力

の

一
新

の
可

能

性

が

与

え

ら

れ

た
と

い

う

こ

と

は
、

わ

が

国

の
社

会

的

経

済

的

発

展

を

考

察

す

る
場

合

看

過

し

え

な

い
も

の

で

あ

ろ

う

。

と

こ
ろ

で

、

電

気

産

業

は
通

信

事

業

や
電

気

機

械

工

業

と

同
様

、

電
気

技

術

な

し

に

は
成

立

し

え

な

い

も

の
で

あ
り

、

電

気

技

術

は
経

験

的

要
素

や
機

械

的

要

素

を

有

し

な

が
ら
、

な

お

科

学

が
主

役

を

演

じ

て

い

る
技

術

で

あ

る

こ

と

は

既

に
明

ら

か

に
さ

れ

て

い

る

と

こ
ろ

で
あ

る
4
。

わ

が
国

の

電
気

産
業

の
急

速

な

発

展

も

か

か

る

電

気

技

術

の

担

い
手

た

る

電

気

技

術

者

な

し

に

は
不

可
能

で

あ

っ
た

こ

と

は
い

う

ま

で
も

な

い

。

こ

の

ノ

ー

ト

は
初

期

の

電
気

技

術

者

の
中

で
、

従

来

余

り

論

究

さ

れ

て

い

な

い
工

手

学

校

電

工

科

卒

業

生

に

注
目

し

(
但

し
、

資
料

の

制

約

か

ら

電

灯

電

力

会

社

の
主

任

技

術

者

に
限

定
さ

れ

て

い

る
)
.

不

十

分

な

が

ら

そ

の

果

し

た

役

割

を

窺

い
、

筆

者

の
今

後

の
覚

え

書

に

し
て

お

こ
う

と
す

る

も

の

で

あ

る

。

１『
東

京

電

灯

株
式

会
社

開

業

五
十

年

史

』
一

二
頁

。

２第
一
二

回

及
び

第

一
七

回

『
帝

国

統

計

年

鑑

』

「
電

灯

会

社

」
に
よ

る

。



但

し
、

こ

の
統
計

に

は
集

計

洩

れ

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

３
『
電

気

事

業

要

覧

』
に
よ

る
。

４
例

え
ば

星

野

芳

郎

著

『
日

本

の
技

術

革

新

』
参

照

。

1
,

工

手

学
校

に

つ
い

て

工

手

学

校

は
工

部

大

学

校

が

東

京

大

学

と
併

合

さ

れ

て
帝

国
大

学

工

洞

大

学

と

な

っ
た
翌

年
、

即

ち

明

治

二
十

年

(
一
入

入
七

年

)
帝

国

大

学
総

長

渡

辺
洪

基

が

工
科

大

学

教

授

辰

野

金
吾

に
謀

り

.

「
同

年

十

月

五

日
工

学

会
常

議

員

会

二
於

テ
之

ヲ
謀

ラ

シ

メ
満

場

一
致
之

ヲ
賛

成

」
D

を

得

、

そ

の
後

「
有

志

者

屡

々
会

合

シ
、

全
年

十

一
月

八
日

始

メ

テ
地
学

協

会

会
館

二
於

テ
規

則

ヲ
制

定

シ

」
２

、

翌

「
二
十

一
年

一
月

二
十

三
日

京
橋

区

木

挽

町

二
設

置

ノ
商

工

徒

弟

講

習

所

ヲ
借

用

シ
、

予

科

生

徒

二
百

二
十

入

名

ヲ
募

集

シ
、

全
年

二

月

六

日

ヲ
以

テ
開

校

」
３

し
た

。

そ

の
後

昭

和

三
年

(
一
九

二

八
年

)

七

月
、

校

名

を

工

学

院

と

改

称

、

昭

和

十

九
年
一

九

四

四
年

)

四

月

に
工

学

院

工

業

専

門

学

校

と

工

学

院

工
業

学
校

を

開

校

し
、

戦

後

昭

和

二
十

四

年

(
一
九

四

九

年

)

工

学

院

大

学

を
設

置

開
学

し

て

現

在

に
及

ん

で

い

る
。

従

っ
て

工
手

学
校
の
歴

史

に
関

し

て
は

『
工

学

院

大

学

学

園

七

+

五
年

史

』

(
昭

和

三
十

九
年

五
月

)

に
詳

細

で

あ

る
。

し

か

し

行
論

上

こ

こ

で
明

治

期

の

工

手

学

校

に

つ
い

て
若

干

ふ
れ

て

お
き

た

い
。

工

手

学

校

の
設

立

目

的

と

性

格

に

つ
い

て

明

治

二
十

一
年

二
月

の

「
工
手

学

校

設

立

趣

旨

」
は
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い

る

。

「
工
業

ノ
隆

盛

ヲ
謀

ル

ニ

ハ
学

術

ノ
応

用
極

メ

テ
緊

要

ナ

リ
現
今

我

国

ノ
工

業

梢

々
隆

盛

ノ
機

運

二
向

ヒ
鉄
道

敷

設

、
道

路

開
墾

、
鉱

山
採

堀

、
其

他

造

船
、

建

築

、

電
気

、

舎

密

製
造

等

数

多

ノ
事

業

国

内

各

所

二
興

起

シ
是

等

ノ
事

業

二
必
須

ナ

ル
技

術

者

ヲ
要

ス

ル

コ

ト
頗

ル
多

キ

ニ

至

リ

シ

ハ
畢
竟

工

業

ハ

学
術

ノ
応

用

ヲ
侯

テ
始

テ

完

良

ノ
結

果

ヲ
得

ヘ
キ

カ

故

ナ

リ
而

ル

ニ
今

我

国

ノ
有

様

ニ

テ

ハ
技

術

者

養

成

ノ
蟹

塾

甚

タ
尠

ク

一
二
官

立

ノ
学

校

二
於

テ

ハ

高

尚

ナ

ル
技

帥

ヲ
養

成

ス

ル

ニ
充

分

ナ

ル

モ
各

専

門

技

帥

ノ
補

助

タ

ル

ヘ
キ

工

手

ヲ
養

成

ス

ル
学

校

二
至

リ

テ

ハ
亦

一
校

ノ
設

置

ア

ル
ナ

シ
故

二
工

業

家

二
於

テ

ハ
補

助

工

手

ノ
供

給

ナ

キ

ニ
苦

ミ
勢

ヒ
学

術

応

用

ノ
思
想

二
乏

シ

キ

者

ヲ
以

テ
彼

ノ
高

尚

ナ

ル
技

師

ノ
補

助

ト
為

サ

サ

ル

ヲ
得

ス
為

二
技

帥

ハ
使

役

二
不

便

ヲ
感

ス

ル

ノ
ミ

ナ

ラ

ス
結

局

工

業

家

ノ
不

利

益

ヲ
来

ス

モ

ノ

ニ

テ

即

チ
我

国

工

業

進
歩

ノ

一
大

障

碍

ヲ
与

フ
ル

モ

ノ

ト

云

フ

ヘ
シ
是

レ
余

輩

ノ

最

モ
遺

憾

ト

ス

ル
所

ナ

リ
因

テ
茲
ニ
一

ノ
工

手

学

校

ヲ
設

立

シ
学

科

ヲ
土

木

、

機

械

、

電

工

、

造

家
、

造

船

.
採

鉱

、

冶

金

、

製

造

舎

密

ノ
八
学

科

二
分

チ

世

間

有

志

ノ
子

弟

又

ハ
昼

間

各

工
場

二
使

雇

セ
ラ

ル

、
工
手

職

工
等

二
就

学

ヲ
許

シ
授

業

ノ
方

法

ハ
専

ラ

速

成

ヲ
旨

ト

シ
所

謂

補

助

工

手

ヲ
養

成

シ
以

テ

我

国

工

業

ノ
隆

盛

ヲ
企

図

ス
柳

力
記

シ

テ
本
校

設

立

ノ
趣

旨

ヲ
陳

ル

ト
云
爾

」
4

ま

た

開

校

式

に
お

い

て
校

長

中

村

貞

吉

は
次

の
ご

と

く

演

説

し

て

い
る

。

「
本

校

ヲ
設

立

シ

タ

ル
趣
旨

ハ
…

…

…
各

学

科

技

帥

ノ
補

助

ト

ナ

ル

ベ

キ

工

手

即

チ
英

語

二
所

謂

フ

ォ
ー

ル

メ

ン
ヲ
養

域

ス

ル

ガ
目

的

ニ

シ
テ
決

シ

テ
高

尚

ナ

ル
技

術

学

校

ニ
ア

ラ

ス
決

シ

テ
工

科

大
学

ま

が

ひ

ノ
モ

ノ

ニ
有

ラ

サ

ル

ナ

リ
、

本
校

教

務

主

理

及

教

員

諸
氏

ハ
多

ク

ハ
大

学
教

授

或

ハ
大

学
教

授

ノ

資

格

ヲ
備

ヘ
タ

ル
モ

ノ
ナ

ル
ガ

故

二
世

間

往

々
第

二

ノ
工

科

大

学

デ

モ
出

来

タ

ル
様

二
思

フ
モ

・

ア

レ

ト

モ
決

シ

テ
然

ル

ニ

ア
ラ

ス

…

-
…

」
５

即

ち

工

手

学

校

は

「
技

師

ノ
下

二
立

チ
之

ガ
補

助

タ

ル

ベ

キ
工

手

ヲ
養

成

ス

と

た

め

夜

間

学

校

と

し

て

(
但

し

、

明

治

二
十

九

年

九

月

生

徒

増

加

の
た

め

予

科

に
限

り

昼

間

授

業

の
学

級

を

設

け

て

い

る
)

、

工

学

会

の
後

援

の
下

に
設

立

さ

れ

た

の

で

あ

る
。

そ

し

て
そ

の
工

手

養

成

は

「
専

ラ
速

成

ヲ
旨

」
と

し

て

い

た

た

め
、

開

校

当



時

の
修

業

年

限

は

「

一
ヶ

年

ト

シ
、

別

二
予

科

ヲ
置

キ
之

ヲ
半

ヶ
年

」
θ

と

し

て

い

た

が
、

明

治

二

十

五
年

九

月

に

は

「
予

科

修

業

年

限

ヲ

一
ケ
年

ト

シ
、

更

二
之

ヲ

二
期

二

」
ハ

分

っ
て

い
る
。
さ

ら

に

三

十

七
年

二

月

「
本
科

修

業

年

限

ヲ

一
ヶ
年
半

ト

シ
、

之

ヲ
三

学
期

二
分

」
鋤

っ
た
。

こ

の
理

由

を

『
工

手

学

校

一

覧

』

(
明

治

四

+

一
年

十

二

月
)

は
次

の
ご

と
く

述

べ

て

い

る
。

「
従

来

予

科

ノ
程

度

ハ
、

其

入
学

者

ノ
学

力

ト
教

授

時
間

ト

ニ
比

シ
割

合

二

高

ク
、

従

テ
生

徒

二
於

テ

ハ
充

分

二
理
解

シ
難

キ

ヤ

ノ
憾

ア
リ
、

故

二
本
科

二
進

ム

モ
普

通
科

目

ヲ
習

得

シ

タ
ル

ノ
力

乏

シ
キ

カ
為

二
、

本

科

二
於

ケ

ル

課

程

ヲ
学

習

ス

ル

コ

ト
亦

十

分

ナ

ラ

ス
、

如

斯

キ

実

況

ナ

ル
ヲ
以

テ
、

卒

業

生

ノ
学

識

モ
自

ラ
浅

薄

タ

ル

ヲ
免

レ
サ

ル
ナ

リ
、

故

二
鼓

二
本
科

ヲ

三
期

ト

シ
、

其

第

一
学
期

二
於

テ

ハ
、
予
科

ノ
内
本
科
学

科
二
最

モ
必

要

ナ

ル
数

学
、

物

理

学
、

応

用
力

学

ヲ
主

ト

シ

テ
、

従
来

不
充

分

ト

認

メ

シ
モ

ノ
ヲ
補

ヒ
、

且

数

学

二
於

テ

ハ
梢

高
等

ノ
部

ヲ
加

へ
、

併

セ

テ
専

門

学
科

中

の
幾

分

ヲ
教

授

シ
、

以

テ

予

科

ト

本

科

ノ
連
絡

ヲ
全

カ

ラ

シ

メ

ン

ト

ス

ル

ニ

ア
リ

」

と
。

そ

こ

で

予

科

の

程
度

が

入

学

者

の

学
力

と

比
較

し
割

合

に

高
か

っ
た

と

い

わ

れ

る

入

学
者

の
学

力

は

い

か

な

る

程
度

の
も

の

で

あ

っ
た

ろ
う

か

。

開

校

当

時

の

こ

と

は

明

ら

か

で

な

い

が
、

明

治

二
十

五
年

の

『
工
業

雑

誌

』
の

「
工

手

学
校

入

学

規

則

改

正

」
と

題
す

る

記
事

か

ら
そ

の

一
端

を

窺

う

こ
と

が

で
き

る

で

あ

ろ

う
。
右

は
予

科

入

学

が

無

試

験

に
改

定

さ

れ

た

こ
と

を

記

し

、

続

け

て

「
今

回
校

員

の
話

し

に
依

れ

ハ
順
序

あ

る
教

育
を

受

け

た

る
者

甚

た
少

き

が

為

め

試
験

に
及

第

せ
ざ

れ

ハ
入

学
す

る

こ

と
能

ハ
ず

と
聞

か

ハ
折

角

其

本
業

に
必

要

な

る
事

柄

を

学

ハ
ん

と

思

ふ

の
素

志

あ

る
者

も

試

験

の
名

に
恐

れ

て

之

を
見

合

ハ
す

に

至

る
者

多

か

る
べ

く

斯

の
如

く

に

て

ハ
同

校

設

立

の
素

志

に
も
悖

り
又

志

願

者

の
為

め

に
も

終

に
其

途

を

遮
き

る

に
当

り

て
不

本
意

千

万

な

り

と

言

ふ

に
在

る
由

」
10

そ

の
後

明

治

三
十

三
年

一
月

の
規

則

改

正

に
よ

り

「
中

学

校

、

帥
範

学
校

及
之

ト
同

等

以

上

ノ
学

校

ノ
卒

業

生

、

及

本

校

本

科

生

タ

ル

ヘ
キ
学

力

ヲ
有

ス

ル

モ

ノ
ト
校

長

二
於

テ
認

メ

タ

ル
者

ハ
、

本

科

第

一
期

へ
無

試

験

入

学

ヲ
許

可

ス
ル

コ
ト

ト

シ

」
11
、

明

治

三
+

五
年

に

は
、

従

来

(
明

治

二
+

五
年

以

来
)

予

科

第

一
期

入

学

者

は
無

試

験

で

あ

っ
た

の
を

再

度

入

学

試

験

を

課

す

こ
と

と

し
、

「
予

科

第

一
期

入
学

試

験

ハ
、

高

等

小

学

校

第

二
学

年

修

了

ノ
程

度

ト

シ
、

其

修

業

証

書

ヲ
有

ス

ル
者

ハ
、

無

試

験

入

学

ヲ
許

ス

コ

ト

ト

」
12
し

て

い

る

。

そ

し

て
明

治

三

十
七

年

の
規

則

改

正

に
よ

り

次

の
者

は
無

試

験

入

学

と
し

て
、
・
入

学

試

験

は

そ

れ

に
準

じ

て
行

わ

れ

る
よ

う

に
な

っ
た

。

即

ち

、

一
、

予

科

第

一

期

尋

常

小

学

校

(
六

ヶ
年

ノ
モ

ノ
)

卒

業

ノ
者

、

一
、

予

科

第

二
期

中

学

校

第

三
学

年

修

了

ノ
者

、

一
、

中

学

校

、

帥

範

学

校

其

他

之

ト
同

等

以

上

ノ
程

度

ト

認

定

セ
ラ

レ

タ

ル
学

校

ノ
卒

業

者

。
１
３

か

か

る

入
学

試

験

規

則

の
改

正

に

は
、

勿

論

応

募

者

数

と

受

入

体
制

の
問

題

も

あ

っ
た

で

あ

ろ
う

が
、

こ

の

中

に
前

掲

引

用
記

事

に
も

窺

わ

れ
る

ご

と
く

、

明

治

期

の

入

学
者

の
学

力

と

学

校

設

立

者

の
趣

旨

、

社

会

的

要

請

の
間

に
お

け

る
苦

悩

を

推

測
す

る

こ
と

が

で
き

る

、
即

ち

、

工

手

学

校

卒

業

生

は
補

助

た

る

べ

き

工
手

と

し

て

速
成

的

に
養

成

さ

れ

た

に
か

か

わ

ら

ず

、

当

時

の
専

門
技

術

者

の
不

足

の

た

め

に
、

よ

り

高

度

な

技

術

者

た

る

こ
と

を

社

会

的
た

要

請

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

明

治

四

十
年

前

後

の
予

科

お

よ

び

電

工

科

の

カ

リ

キ

ュ
ラ

ム

を
参

考

の

た

め

に
掲

げ

る

と

次

の
通

り

で

あ

る
。

し

か

し
、

い
か

な

る
教

課

書

が
使

用
さ

れ

、

い

か

な

る

水
準

の
構

義

が
行

わ

れ

た

か
、

現

在

資

料

を

持

た
な

い

(
但

し
、

電

工

科

の
卒

業

試

験

問

題

は

『
電

気

之

友

』
誌

に
散

見

で
き

る

)
。

か
く

し

て

工
手

学

校

が
明

治

末

年

迄

に
生

み

だ

し

た
卒

業

生

は
総

計
七
五
七

口

名

、

そ

の
う

ち

電

工
科

卒

業

生

は

一
四

四

五
名

の
多

き

に
達

し

た
。

卒

業

は

毎



予

科

電

工

科

第

期

課
目
時
間

修

身

作

文

数

学

英

語

図

画
計

算

術

代

数

自

在

画

実

習

毎
週
授

業
時
数二七四六

一
九

第

二

期

課
目
時
間

修

身

数

学

英

語

物

理

化

学

図

画

製

図

代
数
、幾
何

三
角

用

器

画

実

習

毎
週
授

業
時
数五二二二三五

皿
九

第

期

課
目
時
間

修

身

数

学

物

理

力

学

電
気
、磁
気

電
気
実
験

製

図

計

毎
週
授

業
時
数三二二四四

一
六

第

二

期

課
目
時
間

修

身

電
気
実
験

電
信
、
電
話

電
力
、
電
灯

製

図

毎
週
授

業
時
数二二三入五

第

三

期

課
目
時
間

修

身

電
気
実
験

電
信
、電
話

電
力
、
電
灯

製

図

毎
週
授

業
時
数二二三八五

翫↓

出

所

『
工

手

学

校

一
覧

』

(
明

治

四

+

一
年

)

五

五

頁
、

五

八

頁
。

年

二
月

及

び

九

月

の

二
度

で

あ

っ
た

が
、

そ

れ

を

年

毎

に
み

た

の

が

表

1

で

あ

る

。

電

工

科

卒

業
生

数

は

明

治

二
十

九

～

三

十
年

、

四

十

一
年

の

時

期

に
大

き

く

増

加

し

て

い

る

、

明

治

四

十

一
年

の

『
電

気

之

友

』
は
次

の

よ

う

に

記

し

て

い

る

。
「
按

ず

る

に

同
校

か

明

治

二
十

二
年

七

月
始

め

て

第

一
回
卒

業

生

を

出

し

て

よ

り

三

十

八
年

七

月

第

三

十

二

回
卒

業

式

ま

て

は
土

木

科
卒

業

生

第

一
位

を

占

め
次

は
機

械

科

及
建

築

科

に

し

て
電

工

科

は
其

下
位

な

り

し

か

三

十

九

年

二

月
第

三

十

三
回

卒

業

式

以

後

は
俄

然

電

工

科

の
卒

業

生

増

加

し

て

第

一
位

を

占

む

る

に

至
れ

り

」
14

と
。

電

工

科

の
卒

業
生

の
増

加

と

電

気

産

業

の
発

展

が
か

な

り

の
相

関

関

係

を

持

っ
て

い

る

こ
と

は
興

味

深

い

り



表1工 手学校(電 工科)卒 業生数

八 学 科 合 計電工科

121

216

228

174

149

188

159

179

232

563

572

520

549

420

544

418

137

252

532

439

491

554

572

582

7571

12

11

15

8

4

17

18

27

42

44.

49

45

61

72

56

75

54

75

72

116

155

119

148

194

1445

明22

25

24

25

26

27

28

29

50

51

52

55

54

55

56

57

58

59

40

41

42

45

44

45

合 計

曲 明治58年 は規則改正 のため前期卒業生

ナシ

出所 『二 十五年記念工手学 校一覧 』1大

正2年)「 卒業生人員表」 より

卜↓

ω

『
二

十

五
年

記
念

工

手

学

校

一
覧

』

(
大

正

二
年

)

三
頁

。

②

『
工

手

学

校

一
覧

』

(
明

治

四

十

一
年

)

入
頁

。

⑤

同

右

入
頁

。

④

『
二

十

五
年

記

念

工

手

学

校

一
覧

』

三

～

四
頁

。

⑤

『
工

学

会
誌

』
第

七

四
巻

(
明

治

二
+

一
年

)

一
四

一
頁
。

⑥

『
工

手

学

校

一
覧

』

(
明

治

四

十

一
年

)

入
頁

。

⑦

同
右

九

頁

。

⑧

同

右

一
四

頁

。

⑨

同

右

一
四

～

一
五

頁
。

ゆ

『
工

業

雑
誌

』
第

一
巻

第

九

号

四

三

一
頁

。

㎝

『
工

手

学
校

一
覧

』

(
明

治

四

十

一
年

)

一
二
頁

。

同

右

=

二
頁

。

同

右

四

五
頁

。

『
電

気

之

友

』
第

二
〇

二
号

三
四

九

頁

。

2

電

工

科

卒

業

の
主

任

技

術

者

わ

が

国

に
お

い

て
電

気

事

業

主

任

技

術

者

が

始

め

て
規

定

さ

れ

た

の

は
、

最

初

の
統

一
あ

る
電

気

事

業

関

係

法

規

範

と

い
わ

れ

る

、

電

気

事

業

取
締

規

則

(
明

治

二
+

九

年

五
月

九

日
制

定
、

六
月

一
日

施

行

)

に
お

い
て

で

あ

っ
た
2
。

即

ち

、

こ

の
第
一

二
条

に
お

い

て

「
起

業

者

ハ
学

識

経

験

ア

ル
主

任

技

術

者

ヲ
置

キ
工

事

施

行

鮎則
其

ノ
履

歴
書

ヲ
添

へ
逓

信

大

臣

二
届

出

ヘ
シ
爾

後

之

ヲ
変

更

シ

タ

ル
場

合

ニ

ハ
三

日

以

内



二
其

履

歴
書

ヲ
添

へ
届

出

ヘ
シ

但

シ
逓

信

大
臣

二
於

テ
不

適

当

ト
認

ム

ル
ト

キ

ハ
其

ノ
変

更

ヲ
命

ス

ル

コ

ト

ア

ル

ヘ
シ

」

と
規

定
さ

れ
た

。

そ

の
後

明

治

三
十
年

、

三
+

五
年

の
改

正

を
経

て
、

明

治

四

十

四
年

(
一
九

一

一
年

)

画
期

的

な

電

気

事

業

法

(
三
月

二
十

九

日

制

定

、

十
月

一
日
施

行
)

が
制

定
さ

れ

た
。

こ

れ

に
よ

っ
て

電
気

行

政

は
保

安

取

締

的

な

も

の
か

ら

保
護

助

長

的
な
も

の
え
と
転
換
し

た
と

い
わ
れ
る
が
扮

、

こ

の
施

行

に
伴

な

い
公

布

さ

れ

た
電

気

事

業

法

施

行

規

則

は
、
第
四
章
第

三
八
条

か

ら

四

三

条

に
わ

た

っ
て
主

任

技

術

者

に

つ

い

て
規

定

し

た
。

そ

の
第

三
九

条

に

「
主

任

技

術

者

ハ
別

二
定

ム

ル
所

ニ

ヨ
リ
相

当

ノ
資

格

ヲ
有

ス

ル
者

ナ

ル

コ

ト

ヲ
要

ス

」

と

さ

れ

た

。

即

ち
、

電

気

事

業

主

任
技

術
者

は

従
来

の

「
学

識

経

験

ア

ル

」
と

認

め

ら

れ
た

者

か

ら

「
相

当

ノ
資

格

ヲ
有

ス

ル
者

」
が

要

求
さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
た

の

で
あ

る

。

そ

し

て

こ

の
第

三
九

条

に
基

き

電

気

事

業
主

任

技

術

者

資

格

検

定
規

則

(
明

治

四
十

四
年

九

月

五

日
公

布

、

十

月

一
日

施

行

)

が
制

定

さ

れ

、

主

任

技

術

者

の
資

格

は

第

一
級

か

ら
第

五
級

ま

で

五
等

級

に
区

分

さ

れ

、

資

格

検
定

試

験

が
採

用
さ

れ

た

。

そ

こ
で

電

灯
、

電

力

会

社

に
お

け

る
主

任

技

術

者

の

中

に
工

手

学

校

電

工
科

卒

業

生

の
占

め

る

割

合

を

み

て
み

よ

う

。

明

治

二
十

七

年

二

入

九

四
年

)

一

月
調

査

の

『
電

気

之

友

』

「
開

業

電

灯

会

社

主

任

技

師

」
４

に
よ

る

と

、

電

灯

会
社

と

し

て

一
五
社

が
挙

げ

ら

れ
、

工
手

学

校

卒

業

生

は
長

崎

電

灯

会

社

の
柏

木

実
太

郎

一
人

で

あ

る
9

。

と

こ

ろ
が
、

明

治

三
十

年

二

八

九

七

年

)

十

二

月

調
査

の

同
誌

「
全

国

電

灯
統

計

」
６

に
お

け

る

「
技

術

長

又

ハ
主

任

」
中

で

は
、

三

九

人

中

一
二

人

を

占

め
、

さ

ら

に

三

十

二
年

(
一
八
九

九

年

)

四

月
調

査

の
同

誌

「
全

国

電

灯

電

車

電

力

営
業

会

社

電
気

主

任

技

術

者

調

」
７

の
電

車

を

除

く

主

任

技

術
者

に
お

い
て

は

五
〇

人

中

二
六

名

と

な

り

.

つ

い

に

五

〇

パ

ー

セ

ン
ト

を
超

え

て

い

る
。

し

か

し

明

治

三

十

四
年
一

九

〇

一
年

)
十

二
月

現

在

の

同

誌

「
全

国

電

灯
統

計

」
８

の
主

任
技

術

者

で

は
七

〇

人

中

二
八

人

と

若

干

そ

の
割

合

を

減
じ

て

い

る

。

こ

の
間

の
推

移

を

グ

ラ

フ
に

し

た
も

の

が

表

2

で

あ

る
。

そ

の
技

術

者

名

は

表

3

・
表

4

・
表

5

に
示

し

た
。

但

し
、

こ

の
数

字

は

上

述

『
電
気

之

友

』
の

技

師

名

を

『
工

手

学
校

一
覧

』

(
明

治

四

十

一
年

)

に

お

け

る

「
卒

業
生

姓
名
」

と

『
電

気

之

友

』
第

九

四

・
九

五

・
九

六

号

の

「
工
手

学

校

電

工

科
卒

業

生

姓

名

」
の
両

者

と

照

合

し

た

も

の

で
あ

り

、

前

者

「
卒

業

生

姓

名

」
た

け

に
限

定

す

る
と

、

工

手

学

校

卒

業

生

は
そ

れ
ぞ

れ

一
〇

名

、

一
九
名

、

二

四
名

と

な

る
。

し

か

し

『
電
気

之

友

』
の

「
工

手

学
校

電
工

科

卒

業

生

姓

名

」
も

必

す

し
も

完

全

な

る
誤

り

と

は

思

え

な

い
。

明

治

二
十

七
年

の

同
誌

に

「
電

工

同
窓

会

」
動

と

題
す

る

次

の
ご

と
き

記
事

が

あ

る

。

「
東

京

築

地

小

田

原

町

工

手

学

校

電

工

科

卒

業

生

諸

君

の

催

ふ
し

に
て
去

る

一
月

三
十

日
神

田
明

神

社

内

開

花

楼

に
於

て

第

二
回

大

会

を

開

き

同
校

役

員

中

野

初

子

、

教

員

山

川

義

太

郎

、

玉

木

弁

太

郎

、

坂

内

虎

次

、

松

代

松

之

助

君

も

招

待

に
応

じ

来

会

せ

ら

る
師

恩

を

忘

れ
ず

同

窓

相

親

し
み

の
美

挙

と

云

ふ

べ

し

一
同

記
念

の
為

め

写

真

を

と

り
各

自

歓

を

尽

し
散

会

せ
り

と

来

会

者

は

…

…

…

」

と

し

て

来

会

者

(
同
窓

生

と

思

わ

れ

る

)

二
四

名

の

名

前

が

列
挙

さ

れ

て

い

る

中

に
、

前

述

『
工

手

学
校

一
覧

』
の
卒

業

生

名
簿

中

に
な

く

『
電

気
之

友

』
卒

業

生

姓

名

中

に
記

載

あ
る

隈

(
原
)

弥

栄
、

坂

本
友

己

知

、

町

田
宮

次
、

築

井

伝

次

郎

の
名

が
み

え

る
。

従

っ
て

.
お

そ

ら
く

『
電

気

之

友

』
記

載

の

「
卒

業

生

」
も

正

規

の
卒

業

生

で

は

な

い

に

し

て
も

、

何

ら

か

の

形

で
工

手

学

校

に
学

ん
だ

人

で

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

明
治

末
期

の
主

任

技

術

者

の
状

況

を

『
電

気

事
業

要

覧

』
に
よ

っ
て
窺

う

と

トヨ



表2学 歴別電灯電力会社主任技術者数

工手学校卒業者

帝国大学卒業者

その他 ・不 明

合 計

注郡山絹糸 ・小田原電鉄 など一般電気供給 を副業 とす るものを除いた。

注『電 気之友 』41号476頁 「開業電灯会社主任技 師」(明27.1調)

同上80号 折 込 「全 国電灯統計」(明30.12調)

同上93号321～2頁 「全 国電灯電車電 力営業会社電 気主任技術者調」

(明32,4調)

同上133号 折 込 「全 国電灯統計」(明34.12現 在)

『工手学校一覧 』(明41)「 電 工科卒業生名簿」

『電 気之友 』94号 、95号 、96号 「工手学校電 工科卒業生姓名」よ り作

成

一31一



表5明 治30年 における工手学校卒業電気産業

主任技術者

会 社 名

品 川 電 灯

長 崎 電 灯

小 樽 電 灯

岡 山 電 灯

高 松 電 灯

桐 生 電 灯

前 橋 電 灯

松 江 電 灯

堺 電 灯

尾 道 電 灯

豊 橋 電 灯

熱 海 電 灯

氏 名

駒 井 宇一郎

柏 木 実太郎

斉 藤 誠次郎

松 崎 茂 実

黒 沢 覚 治

駒 井 宇一郎

森 田 悦之進

藤 井 鍛

古 山 茂 吉

横 山尹

小 田 圧 吉

佐々木 一太郎

卒 業 次

第1回

第1回

第3回

第7回 ※

第5回

第1回

第7回 ※

第8回

第1回

第6回

第1回

第13回

曲 卒業次 は 『工手学校一覧 』卒業生姓名、※ は 『電気之

友』94、95、96工 手学 校電工科卒業 生姓名

表4明 治52年

会 社 名

京都電灯大津

品 川 電 灯

岡 山 電 灯

長 崎 電 幻

函 館 電 灯

徳 島 電 灯

堺 電 灯

熊 本 電 灯

高 松 電 灯

馬 関 電 灯

小 樽 電 灯

前 橋 電 灯

福 島 電 灯

氏 名

馬来 晃

駈井宇一 郎

松崎 茂美

柏木実 太郎

木浦 文助

松下 浅吉

斉藤三七入

杉 浦幸太郎

黒沢 覚治

築井伝次郎

斉藤誠次郎

林 助 男

町田 宮次

卒業次

第13回

第1回

第7回 ※

第1回

第11回

第6回 ※

第17回

第4回

第5回

第4回 ※

第5回

第1回

第5回 ※

会 社 名

豊 橋 電 灯

日 光 電 力

熱 海 電 灯

神奈川電 灯

米 沢 水 力

高 知 電 灯

青 森 電 灯

尾 道 電 灯

津 電 灯

博 多 電 灯

若 松 電 灯

静 岡 電 灯

和歌山電 灯

氏 名

森田悦之進

重松 成三

佐 木々市太郎

小野 辰太

坂本 友 已知

大串一太郎

伊藤駒之進

横山尹

田村 勘吉

原 弥栄

渡 辺羊三郎

中村 鎗吉

本城 詰

卒業次

第7回

第18回

第13回

第15回

第1回 ※

第1回

第5回

第6回

第16回

第4回 ※

第8回

第10回

第12回

トヨ



表5明 治34年

卒業次氏 名会 社 名卒業次氏 名会 社 名

第12回

第17回

第19回

第4回 ※

第8回

第18回

第1回

第7回 ※

第10回

第18回

第15回

第17回

第6回

第4回

漆 山 秀治

斉藤三七入

矢島孝太郎

原 弥栄

渡辺羊三郎

大 山 岸郎

林 助 男

森 田悦之進

中村 鎗吉

村松魯三郎

宗 時雄

館山 天民

内村 謹 爾

柴 山 季吉

富 山 電 灯

堺 電 灯

米 沢 水 力

竹 田 水 電

若 松 電 灯

新 宮 水 電

前 橋 電 灯

豊 橋 電 灯

京都電灯大津

奈 良 電 灯

日 田 水 電

小 阪 発 電

尾之道電灯

諏 訪 電 気

第1回

第1匝

第1回

第11回

第5回

第14回

第19回

第12回

第7回 ※

第17回

第14回

第3回

第4回 ※

第18回

駒井卯一郎

柏木実太郎

小田 庄吉

木浦 文助

伊藤駒之進

木原 克巳

仁田 晋

本城喆

松崎 茂美

小出 篤太

三木 券

斉藤誠次郎

築井伝三 郎

難波 守

品 川 電 灯

長 崎 電 灯

広 島 電 灯

函 館 電 灯

静 岡 電 灯

宇都宮電 灯

甲 府 電 力

和歌 山電 灯

徳 島 電 灯

青 森 電 灯

津 電 灯

小 樽 電 灯

馬 関 電 灯

高 松 電 灯

表

6

の

通

り

で

あ

る
。

工

手

学
校

卒

業

生

は

三
十

年

前

後

と
比

較

し

て
絶

対

数

に
お

い

て
非

常

に
増

加

し

.
明

治

四
十

二
年

迄

は
帝

国

大
学

卒

業

生

と
共

に
極

め

て
大

き

な
部

分

(
約

四

〇

パ

ー

セ

ン
ト

)
を

占

め

て

い

る
。

し
か

し

明

治

四

十
三

年

以

後

、

絶

対

数

は
増

加

す

る

に
も

か

か

わ

ら
ず

、

そ

の
相

対

的

比

重

は
明

治

四

十

三
年

三

入

・
五

パ

ー

セ

ン
ト
、

四
十

四

年

三

二

・
七

パ

ー

セ

ン

ト
、

大

正

元

年

二

七

・
七

パ

ー

セ

ン
ト
と

漸

次

低

下

し

て

い
く

。

こ

れ
が

高
等

工

業

学

校

卒

業
生

の
急

速

な

進

出

に

あ

る

こ
と

は
グ

ラ

フ
か

ら
明

ら
か

な

と

こ
ろ

で

あ

る
。

そ

こ

で
、

か

か

る
推

移

を

示

し

た

工
手

学

校

出

身

主

任

技

術

者

が

い
か

な

る

技

術

者

で

あ

っ
た

の
か

を

窮

っ
て
み

た

い
。

表

5

・
表

4

・
表

5

よ
り

工

手

学

校

卒

業

生

を

主

任

技

師

に
招
聘

し
た

電

灯

電

力

会

社

が
、

或

は
工

手

学

校

卒

業

生

が
主

任

技

師

に

な

り

え

た
電

灯

電

力

会

社

が
地

方

の
そ

れ

で

あ

っ
た

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

る

。

ま

た

し
ば

し
は

引

用

し

て

い

る

『
電

気

之

友

』
誌

明

治

三
十

年

調

査

の

「
電

灯

統

計

」
に

よ

っ
て
、

工

手

学

校

卒

業

生

が
主

任

技

師

で
あ

る
社

の
平

均

払

込

資

本

金

と
工

学

士

が
主

任

技

師

で
あ

る
社

の
そ

れ
と

を

比

較

す

る
と

、

前

者

は

五

万

二
千

円

強

で

あ

り
、

後

者

は

二

〇
万

八
千

円

強

で

あ

る
。

当

時

突

出

し

た

巨

大

会

社

で

あ

っ
た

東

京

電

灯

会

社

(
払

込

資

本

金

一
七

〇
万

円

)

、

大

阪

電

灯

会

社

(
同

九

〇

万

円

)

を

考

慮

に

入
れ

て

も

、

前

者

が
相

対

的

に
小

規
模

電

灯

電

力

会

社

で

あ

っ
た

こ

と

も

明

ら

か

で
あ

る

。

明

治

四

十

年

の
時

点

で

み

て

も

(
表

7
参

照

)

.

工

手

学

校

卒

業

主

任

技

術

者

は

一
〇

〇

キ

ロ
ワ

ッ
ト
以

上

二

五

〇

キ

ロ

ワ

ッ
ト
未

満

の
電

気

事

業

を

ピ

ー

ク
と

し

て
、

九

〇

パ

ー

セ

ン

ト
以

上

が

五
〇

〇

キ

ロ

ワ

ッ

ト
未

満

の
小

規

模

電

気
事

業

の
主

任

技

術

者

で

あ

る

。

そ

こ
で

開

業

直

後

に
工
手

学

校

卒

業

生

を
主

任
技

師

に
招
聘

し

た

地
方

小

規

模

電

灯

会

社

の
設

立
期

の
状

況

を

示

す

二
、

三
の

資
料

を

掲

げ

る
。



表6 学歴別電気供給事業主任技術者数

明

40 41 42 45 44 45

大

2

工 手 学 校 電 工 科 卒 業 者

高等工業学校電気機械分科卒業者

帝国大学工科大学電気工科卒業者

其他ノ学校二於テ電気学ヲ修メタル者

電 気 二 関 ス ル 学 歴 ナ キ 者

試 験 合 格 者

43

5

50

5

9

55

5

57

18

6

56

4

69

帽

2

70

15

78

12

2

7

78

48

84

11

4

格

79

70

87

45

4

86

80

87

47

6

△
口 計 112159149182238285306

曲 第1～7回 『電気事業要覧 』 「学 歴別主任技術者数、事業別主任技術者数」 よ り作成
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「
津
電
幻
の
開
業

四
月

【
日
開
業
す
汽
機
、
発
電
機
等
は
三
吉
電
機
工
場

の
製
造
に
し
て
同
工
場
技
帥
伊
丹
吉
次
郎
氏
工
事
を
監
督
せ
り
蒸
汽
を
原
動
力

と
し
乏
れ
に
六
百
灯
用
交
流
式
発
電
機
を
付
す

」
10

「
青
森
電
灯
の
開
業

陸
奥
国
青
森
電
灯
株
式
会
社
は
三
月
十
日
開
業
式
を

行
ひ
た
り
…
…
同
社
工
事
請
負
は
東
京
電
灯
会
社
に
し
て
同
社
技
師
坂
内
虎

次
氏
同
地
に
出
張
専
ら
工
事
を
監
督
し
大
学
生
小
川
量
平
氏
も
亦
此
工
事
に

従
卑
し
大
に
尽
力
さ
れ
た
る
よ
し
原
動
力
は
蒸
汽
に
て
交
流
式
発
電
機
な
り

と
」
11

「
若
松
電
灯
株
式
会
社
の
工
単
設
計
…
…
創
立
事
務

一
切
を
同
地
の
岡
保
三

郎
氏

ρ元
小
樽
電
灯
舎
支
配
人
)
に
又
工
箏
設
計
及
工
事
監
督
を
馬
関
電
灯

株
式
会
社
技
師
工
学
士
藤
田
経
定
氏
に
嘱
託
せ
り
…
…
」
12

右
に
み
る
如
く
、
か
か
る
電
灯
会
社
の
技
術
面
の
設
計
、
機
械
据
付
工
事
監
督

等

は
主
任
技
術
者
に
よ
ら
ず
、
先
行
電
灯
会
社
、
或
は
電
気
機
械
輸
入
販
売
業

者
、
製
造
販
売
業
者
に
依
拠
し
た
の
で
あ
り
、
右
引
用
文
中
の
伊
丹
吉
次
郎
、

坂
内
虎
次
、
藤
田
経
定
は
そ
れ
ぞ
れ
明
治
二
十
六
年
、
二
+

一
年
、

二
十
九
年

の
工
科
大
学
電
気
科
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
工
手
学
校
卒
業
の
電
気
事
業

主
任
技
術
者
は
主
と
し
て
当
該
電
灯

会
社
の
技
術
面
の
円
滑
な
る
日
常
的
業
務

遂
行
の
責
任
者
で
あ
っ
た
。

か
か
る
主
任
技
術
者
と
し
て
で
は
あ
っ
て
も
、
わ
ず
か

一
ケ
年
半
乃
至
二
ケ

年
の
速
成
夜
間
教
育
を
受
け
た
に
す
き
な
い
工
手
学
校
卒
業
生
が
、
明
治
期

に

主
任
技
術
者
と
し
て
進
出
で
き
た
背
景
に
は
、
専
門
技
術
者
の
不
足
と
共
に
次

の
如
き
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
電
気
之
友

』
「
社
説

」
格
に
は

「
新
工
事
の
あ
る
中
は
会
社
も
技

師
を
信
任
し
技
師
も
真
面
目
に
工
事
に
熱

心
す
れ
ど
も
さ
て
工
事
落
成
す
る
や
会
社
は
高
給
の
技
師
を
雇
ひ
置
く
は
不

経
済
な
り
と
し
そ
ろ
そ
ろ
出
て
行
け
が
し
に
技
師
を
冷
遇
し
初
め
、
技
師
の

10000

櫛 以 上

3

1000

椰 以 上

2

25

500
Ⅲ似 上

4

20

250

Ⅲ似 上

10

27

△3

表7学 歴別電気力別主任技術者数(明 治40年)

100

柳 以上

26

12

50KW
以 上

18

三5

△2

50K耶

未 満

19

△4

8

△5

工 手 学 校雷 工 科
卒 業 者

帝 国 大 学 工 科 大
学 雷 気 工科卒業者

127722

△3

高等工業学校電気
機 械 分 科 卒 業 者

222102289

△10

其 ノ他 学 校二於 テ

電気学を修 メタル者

3817171

△4

電 気 二 関 ス ル学

歴 ナ キ 者

5ろ02849

△5

6562

△2

289

△24
計合

㈱1△ 印は兼務 に係 る主任技術者数

営業用電気 力の一部を使 用す る自家用電 気事業主任技術者は計上 されていない
。

㈱2表 は電気供給事業、電気鉄道事業、電 気供給 及電気鉄道兼営事業、自家 用電気事業の主任技術

者

出所)『 電気事業要 覧 』(明 治40年)166～167頁 。
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方

で
も

又

新

工

事

が

な

く

て

は
面

白

か

ら
ず

と

て

何

処

か
善

き
転

職

先
も

な

き

や

と
浮

腰

立

ち

て

職

務

に
冷

淡

と

な

る

の

傾

き

あ
り

」

と

あ

り
、

ま

た
同

様

に

「
投

稿

」
14

に

「
電
気

会

社

に

あ
り

て

は

工
事

中

こ
そ

技

師

を

重

要

視

す

れ
、

一
旦

工
事

落

成
す

れ

ば
法

令

上

之

を

存

置

せ
ざ

る

可
ら

ざ

る
も

多

く

其

の
必

要

な

し
と

称

し

電

気

上

の
故

障

は

電

工

又

は
線

夫

に

て
足

れ

り

と

思
惟

せ

る

も

の

、
如

し

」

と

あ

る
。

従

っ
て
同

誌

に

は
次

の

如
き

投

稿

記

事

も

み

る

こ
と

が

で

き

る

の

で

あ

る

。
「
電

気
之

友

第

二

二

一
号

入
八

二
頁

に
九
州

一
技

師

な

る
名

に

よ

っ
て
支

配

人

と

主

任

技
師

と

の
権

限

を

明

に
せ

よ

と

の

記

事

が

あ

っ
た
我

輩

元

よ

り

九

州

一
技

師

な

る

者

は
何

某

な

る

か

を

知

ら
ず

、

言

は
ば

恩
も

怨

も

な

い

が

何

れ

我

輩

同

様

工
手

学

校

出

身

者

だ

ろ

う

と

思

ふ
、

我
輩

は

此
記

事

を

見

て
先

づ

以

て
同

窓

の
友

が

憾

落
魄

の

境

遇

に
陣

吟

し

て
居

る

の
を

憐

ま

ざ

る

を

得

な

い

…
…

…

実

を

言

へ
ば

我

輩
も

嘗

て
如

此
境

遇

に
陥

た

こ

と
も

あ

っ
た

が
当

時

は
工

手

学
校

を

出

て

僅

か

三
年

で
某

会

社

の
主

任
技

師

を

拝

命

し

た
、

当

時

は
電

気

科

出

身

の
も

の

が
少

な

い

の

で

相

当

に
高
く

買

は

れ

た

が

惜

い

哉

学

校

と

云

ふ
も

の

は
小

学

校

と

工
手

学
校

の
み

の

経

験

に
て
主

任

技

師

と

し

て

の
人

格

な

ぞ

は
零

、

随

っ
て

一
般

の
常

識

に
も

欠

け

て

居

っ
た

斯

様

な

有
様

の
為

め

土

地

の
者

か

ら

は
卑

下

せ

ら

れ

支

配

人

か

ら

は

子
供

扱

に
さ

れ

た

…

…

…

」
15

ω

『
電
気
事
業
法
制
史

』

四
三
頁
。

②
そ
れ
以
前
各
府
県

に
よ
っ
て
設

け
ら
れ
た
電
気
営
業
取
締
規
則
で
は

「
相

当
ノ
学
識
経
験

ア
ル
技
術
長

」
を
置
く
必
要
が
あ
っ
た

(
『
電
気
事
業
主

任
技
術
者
制
度

五
十
年
史

』
参
照
)
。

⑤

『
電

気

事

業

法

制

史

』

七

一
～

二

頁
。

④

『
電

気

之

友

』
第

四

一
号

四

七

六

頁
。

⑤

柏

木

実

太

郎

は

工
手

学

校

電

工
科

第

一
回

(明

治

二

十

二
年

七

月
)

卒

業

生

で

あ

る

が
、

後

帝

国

大

学
工

科

大

学

選

科

を
卒

業

し

た

と

思

わ

れ

る
。

⑥

『
電

気
之

友

』
第

八

○

号

折

込

。

⑦
同
右

⑧
同
右

⑨
同
右

⑲
同
右

㈹
同
右

⑫
同
右

⑭
同
右

④
同
右

69
同
右

第

九

三

号

三

二

口
～

二
頁

。

第

=

二
一二
号
折

込
。

第

三

一
号

六

九

頁

。

第

六

九

号

二

二
六

頁
.

第
六
九

号

二

二
六
頁
。

第

七

九

号

一

一
〇

頁
。

第

二

八

五
号

二

五

一
頁
。

第

三

三

一
号

一
八

七

頁
。

第

二

二

四
号

二

〇
七

～

八
頁

。

お

わ

り

に

右

は
、

明
治

期

電
気

産

業

の
主

任
技

術

者

中

に
大

き

な

割

合

を

占

め

た

工
手

学

校

電

工

科
卒

業

生

に
注

目

し
、

そ

の
紹

介

を

試

み

よ

う

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

工
手

学

校

電

工

科
卒

業

生

は
急

速

な

電

気
技

術

の

発

展

と
わ

が

国

の

高
等

技

術
教

育

の
整

備

に
伴

な

い
、

徐

々

に
そ

の

地
位

を
低

下

さ

せ

て

い
く

と

思

わ

れ

る

。

と

り

わ

け

明

治

四

十

四
年
一

九

一

一
年

)

施

行

さ

れ
た

電

気

事

業

主

任

技

術
者

資

格

検

定

規

則

に
基

き

実
施

さ

れ

た

検

定

試

験

に
於

て
、

「
工

手

学

校
、

関
西
商

工
、

電

機

学
校

出
身

の

受

験

者

に
於

て

は
回

を

重

ぬ
る

に
従

ひ

成
績

悪

し
く

、

此

れ

に
反

し

て

其
他

の

受

験

者

は
回

を

重

ぬ
る

程

成

績

良

好

な

り
。

次

ぎ

に
前

記

三
学

校

の

出

身
者

は

五
級

受

験

者

少

な

く

三
級

希

望

者

多

き

に
拘

ら

一一



ず

、

三
級

合

格

者

は
第

一
回

の
試

験

に
於

て

僅

か

に

一
人

あ
り

し

の
み

な

芝

っ

と

、

そ

の
速

成
教

育

の

限

界

を

露

呈

し

た
。

そ

の

た

め

大

正

二
年

第

四

八
回

卒

業
式

に
於

て
、

校

長

石
橋

絢
彦

は

「
学

術
優

秀

の

も

の

は
逓

信

省

電

気

主

任

検

定

規

則

に
依

り
第

三
級

の
主

任

者

に
合

格

し

た

る
も

の

あ

れ
ど

も
寥

々
と

し

て

暁

天

の
星

の

如

し
。

因

て

本
校

は

電

工
学

科

の

高
等

科

を

設

け
来

学
期

よ

り

之

を

教

授

し
電

工
科

卒

業

生

を

し

て
右

の
資

格

を

得

ん

と
す

る
も

の

＼
希

望

を

充

た
さ

し
め

ん

と
す

」
の

と

演
説

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

し

か

し
な

が
ら
、

明

治

期

の
電

気

産

業

の

発
展

、

就

中
明

治

三

十
年

代

に
始

ま

る

電

気

産

業

の
急

速

な

地

方

拡

散

に

お

い

て
、

工
手

学

校

卒

業

生

は
極

め

て

大

き

な
役

割

を

演

じ

た

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

電

気

産

業

を

み

る

時

、

こ
う

し

た

中

堅
技

術

者

に
も

十

分

留

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

よ
う

に
思

わ

れ

る

。

秀
村
選
三
氏

監
修

米
津
三
郎
氏

校
注

中
原
嘉
左
右
日
記

全

十

二
巻

(
第
七

巻

ま

で
既
刊

)

A

5
判

頭
注

付

特

製
布

ク

ロ
ー

ス
上
製

函
入

各

巻

四
、
O

O
O

円

(送
料
別
)

〈
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
一
三

四
番
〉

ω

『
電
気

之

友

』
第

三

二
三

号

五

一
五

頁

。

②

同
右

第

三

三

二
号

三

〇

一
頁
。

原
本

は
福
岡
県
文
化
財
指
定
を
受
け
た
北
九
州
小
倉

の
豪
商
中

原
嘉
左
右

の
日
記

(慶
応

四
年
よ
り
明
治

二
十
七
年
迄
).、
単

に

北
九
州
地
方

の
み
で
な
く
。

日
本
資
本
主
義

の
黎
明
期

に
お
け

る
政
治
、
経
済
、
社
会

、
風
俗
を
ヴ
イ
ヴ
イ

ッ
ド
に
物
語

る
も

の
で
あ
ろ
う
。
小
倉
郷
土
会

の
米
津
氏

が
長
年
月

を
費

し
解
読

し

た
も

の
。

財
団
法
人

西

日
本
文

化

協

会


